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同
窓
会
会
長
挨
拶

　
　
　リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

　
　
　
　
　同
窓
会
会
長
　伊
賀
　
　雅

　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
昨
年
度
よ
り
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
同
窓
会
会
長
を
務
め

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
、
言
語
聴
覚
学
専

攻
１
期
生
の
伊
賀
と
申
し
ま
す
。
今
年
度
も

同
窓
会
の
発
展
の
た
め
役
員
一
同
努
力
し
て

参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
無
事
に
同
窓
会
誌
「
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
」
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」
で
は
、
通
常
の
活

動
報
告
に
加
え
、
各
専
攻
の
新
し
い
先
生
方

の
ご
挨
拶
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
卒

業
生
の
『
今
』
に
つ
い
て
も
記
載
し
て
お
り

ま
す
。

　

本
同
窓
会
で
は
昨
年
度
、
言
語
聴
覚
学
専

攻
の
大
塚
先
生
に
ご
紹
介
を
賜
り
、
東
京
女

子
医
科
大
学
の
諏
訪
茂
樹
先
生
に
「
臨
床
現

場
で
の
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
の
活
用
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
同
窓
生
の

他
に
在
学
生
も
参
加
し
、
実
践
を
交
え
な
が

ら
コ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
度
も
講
演
会
・
研
修
会
等
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
と
共
に
多
く
の
事

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
機
会
、
ま
た
先
輩
後

輩
が
繋
が
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
熊
本
保
健
科
学

大
学
の
卒
業
生
と
し
て
今
後
も
一
緒
に
大
学

や
同
窓
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

教

員
挨

拶

■ 

ご
挨
拶

　  

銀
杏
学
園
　理
事
長

熊
本
保
健
科
学
大
学
学
長
　﨑
元
　達
郎

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
同
窓
会
の
皆
様

　

こ
ん
に
ち
は
！

　

貴
同
窓
会
は
、
昨
年
度
（
平
成
29
年
３
月
）

末
時
点
で
、
理
学
療
法
学
専
攻
と
生
活
機
能
療

法
学
専
攻
（
旧
作
業
療
法
学
専
攻
）
の
７
期
生

に
、
言
語
聴
覚
学
専
攻
の
３
期
生
を
加
え
て
、

約
７
０
０
人
の
所
帯
に
な
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。
本
学
の
３
学
科
の
中
で
は
、
一
番
若
い
学

科
で
す
か
ら
、
同
窓
会
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が

最
も
重
要
な
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学
と
し

て
は
、
卒
業
生
を
大
事
に
考
え
、
実
の
あ
る
交

流
を
続
け
た
い
、
ま
た
、
そ
の
核
と
な
る
同
窓

会
の
活
動
を
で
き
る
限
り
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
医
療
福
祉
の

世
界
で
は
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な

り
３
人
に
一
人
が
高
齢
者
に
な
る
「
２
０
２
５

年
問
題
」
と
18
歳
人
口
が
今
後
10
年
間
で
約

20
万
人
減
少
す
る
「
少
子
化
の
問
題
」
が
あ
り

ま
す
が
、
本
学
で
は
、
「
10
年
後
も
20
年
後
も

選
ば
れ
続
け
る
大
学
」
で
あ
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
人
材
を
育
成
す
べ
き
か
を
テ
ー
マ
に
教
育

改
革
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ
の
注
力
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
何
よ
り
も
卒
業
生
の
活
躍
が
熊
保
大
生
の
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ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
大
き
な
要
素
に
な
る
こ
と

に
疑
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
会
を
運
営
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
役
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
同
窓
会
と
そ
れ
を
構
成
す
る

卒
業
生
一
人
一
人
の
ご
活
躍
と
ご
成
功
を
祈
念

し
て
い
ま
す
。

■ 『
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
』に
込
め
ら
れ
た
思
い

　
　
　リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

学
科
長
　山
野
　克
明

　

こ
の
た
び
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
同

窓
会
誌
『
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
』
へ
寄
稿
さ
せ
て
頂
け

る
こ
と
に
な
り
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
と
い
う
と
一
青
窈
さ
ん
の
曲
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
が
、
こ
の
曲
で
は 

♪
～
僕
の
我

慢
が
い
つ
か
実
を
結
び　

果
て
な
い
波
が
ち
ゃ

ん
と
止
ま
り
ま
す
よ
う
に
～
と
歌
わ
れ
る
部
分

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
歌
詞
に
あ
る
我
慢
を
「
努

力
」
、
そ
し
て
、
果
て
な
い
波
を
「
揺
れ
動
く

心
」
に
換
言
す
る
と
、
皆
さ
ん
が
臨
床
現
場
で

研
鑚
を
積
み
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
の
信
念
を

磨
き
な
が
ら
立
派
に
成
長
し
て
い
く
姿
が
重
な

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
一
青
窈
さ
ん
の
歌
詞
に
込

め
た
思
い
と
は
異
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
と
い
う
誌
名
は
同
窓
会
の
皆
様
に
と
て

も
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
花
言
葉
の
一
つ

に
「
返
礼
」
が
あ
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
が

お
世
話
に
な
っ
た
た
く
さ
ん
の
方
々
へ
の
感
謝

と
お
礼
の
気
持
ち
が
こ
の
同
窓
会
誌
に
込
め
ら

れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
方
々
に
本
誌
を
読
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

■  

皆
さ
ん
に
と
っ
て
日
々
の
業
務
を
向
上

　 

さ
せ
る
た
め
の
刺
激
と
は
何
で
す
か
？

　
　
　理
学
療
法
学
専
攻
　

専
攻
長
　土
井
　
　篤

　

先
日
私
は
、
第
22
回
日
本
ペ
イ
ン
リ
ハ
学
会

に
参
加
し
、
非
常
に
刺
激
を
受
け
た
の
で
報
告

を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
関

節
の
痛
み
と
言
え
ば
痛
み
の
部
位
を
同
定
し
、

ま
た
そ
の
痛
み
が
急
性
痛
か
慢
性
痛
か
？
な
ど

の
臨
床
推
論
に
よ
っ
て
理
学
療
法
を
展
開
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
最
近
、
慢
性
痛
は
脳
が
関
係

し
、
そ
の
脳
の
痛
み
感
受
性
や
恐
怖
回
避
行
動

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
ト
ピ
ッ
ク
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
破
局
的
思
考
の
評
価
、
運

動
恐
怖
の
評
価
、
自
己
効
力
感
の
評
価
、
中
枢

感
作
の
評
価
な
ど
の
心
理
的
評
価
を
活
用
し
、

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
と
こ
ろ
で
最
近
、
個
人
で
行
う
研
修
会
に

お
い
て
、
そ
の
や
り
方
や
内
容
や
好
ま
し
く
な

い
も
の
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
も
、
強
引
な
勧
誘
や
高

い
講
習
料
を
伴
う
よ
う
な
研
修
会
に
は
十
分
に

気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
く
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
年
も
ま
と
ま
り
の
な
い
話
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
リ
ハ
学
科
同
窓
会“

ハ
ナ
ミ

ズ
キ”

が
い
つ
ま
で
も
盛
会
で
あ
る
事
を
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

■ 

良
い
セ
ラ
ピ
ス
ト
教
育
の
た
め
に

　
　
　生
活
機
能
療
法
学
専
攻

専
攻
長

　安
田
　大
典

　

最
近
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う

言
葉
を
よ
く
見
聞
き
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
新
の
学
習
指
導
要
領

の
改
定
案
で
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

を
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
と
表
現

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

小
中
高
校
で
は
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
熊
保

大
で
は
そ
ん
な
教
育
を
受
け
た
高
校
生
を
迎
え

る
た
め
に
、
大
学
全
体
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
厚
労
省
で
は
理
学
療
法
士
作
業
療

法
士
学
校
養
成
施
設
指
定
規
則
の
見
直
し
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
厚
労
省
は
す
で
に
日
本
Ｐ

Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
士
協
会
に
指
定
規
則
案
を
提
出
さ

せ
、
そ
れ
を
参
考
に
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
指
定
規
則
が
決
ま
ら
な
い
と
、
本
学
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
見
直
し
は
前
進
し
な
い
の
で
す

が
、｢
知
識｣｢

技
術｣｢

思
慮｣｢

仁
愛｣

を
身
に
つ

け
社
会
貢
献
で
き
る
学
生
に
育
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
良
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

言
語
聴
覚
学
専
攻

専
攻
長
　小
薗
真
知
子

　

同
窓
会
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
再
び
言
語
聴
覚
学
専
攻
長

を
務
め
て
お
り
ま
す
。
初
期
の
こ
ろ
と
変
わ
っ

た
こ
と
と
い
え
ば
、
本
専
攻
の
存
在
が
少
し
ず

つ
県
外
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、

県
外
出
身
の
学
生
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
た
こ

と
で
す
。
ま
た
、
就
職
先
も
福
岡
や
関
東
な

ど
、
県
内
出
身
者
で
も
最
初
か
ら
県
外
で
の
就

職
を
目
指
す
人
も
前
よ
り
多
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
言
語
聴
覚
学
専
攻
は
３
回
生
ま

で
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
が
、
全
国

３
万
人
弱
の
言
語
聴
覚
士
有
資
格
者
の
中
に
、

１
０
０
名
を
超
え
る
同
窓
生
が
誕
生
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
全
体
か
ら
言
え
ば
ま
だ
ま

だ
わ
ず
か
な
人
数
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

７
年
前
の
立
ち
上
げ
の
時
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
卒
業
生
一
人
一
人
の
顔
が
浮
か

び
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

１
期
生
主
催
の
勉
強
会
も
大
学
の
教
室
を

使
っ
て
続
い
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
同

窓
生
同
士
お
互
い
協
力
し
て
言
語
聴
覚
障
害
を

持
つ
方
々
の
た
め
に
力
を
磨
い
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
。



3 2

Jan. 2018

平成29年度　総会・講演会の案内

＜ＰＴ：中原　和美＞
旅。新婚旅行で行ったモーリシャスが
一番の思い出♡

＜ＳＴ：永友　真紀＞
山菜取りと釣りです。野生派です。

＜ＳＴ：兒玉　成博＞
卓球です。社会人全日本にも出ました。

＜ＯＴ：吉村　友希＞
ヨガです。２年やっても体重は
減ってません。

＜ＯＴ：爲近　岳夫＞
街歩き、古墳探索、石垣を積むこと。

＜ＯＴ：田中　　聡＞
ドライブ。右側にファミレス出るまで
夜中走ったことも。。

平成30年２月４日（日）
受付：13:00～　 講演：14:00～15:30　 ディスカッション：15:30～16:00

総会・講演会ともに熊本機能病院　中ホール　南館２階

講演会の講師：三宮　克彦   先生
テ ー マ：講演『熊本地震～直後から現在までのJRATの活動～』
　　　　　ディスカッション『専門職としての災害時の対応と復興への関わり』
対　　象：熊本保健大学　卒業生・在校生他　　参加費：500円（学生　無料）

日時

場所

新任教員紹介 新任の先生方に趣味をうかがいました！

講　師
プロフィール

Profile 氏　　名 三宮　克彦
現　　職 医療法人寿量会熊本機能病院　総合リハビリテーション部
 理学療法科課　課長
略　　歴 1983.3：熊本県立宇土高等学校卒業
 1986.3：医療法人聖十字会西日本リハビリテーション学院卒業
 1986.4：医療法人寿量会熊本機能病院入職
 1997.4：熊本機能病院　理学療法課主任
 2000.4：同課長補佐
 2000.5：同課長
社会活動 2002～ ：全国回復期リハ病棟協会医療安全委員
など 2007 ：第９回全国回復期リハ病棟連絡協議会研究大会（熊本）組織委員長
 2010～2015 ：熊本県理学療法士協会理事
 2011～2013 ：回復期リハ病棟協会　実態調査委員会
 2013.12～ ：大規模災害リハ支援関連団体協議会（JRAT）災害リハビリテーションコーディネーター
 2015.7～ ：熊本県災害リハ推進協議会（KumamotoJRAT）事務局
 2016.4～7 ：JRAT熊本地震現地調整本部長
 2016.7～ ：熊本県復興リハビリテーションコーディネーター
論　　文 ・ JRATで生活不活発病予防をどう行ったか？：治療Vol.98　No.11　熊本地震　何が起こり、何を行ったか：

1799～1801.2016
 ・ 熊本地震と災害リハビリテーション活動報告－現地での受け入れと調整－：日本リハビリテーション病院・施設

協会誌No.158.2016
 ・ リハビリテーション専門職による高齢者・障害者に対する災害支援－熊本地震におけるJRATの取り組み－：日

本リハビリテーション工学協会誌Vol.32.No.2.85-86.2017

：第９回全国回復期リハ病棟連絡協議会研究大会（熊本）組織委員長
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熊本保健科学大学リハビリテーション学科同窓会会則
 平成28年２月27日制定

第１章　総　　　則
第１条　この会は、熊本保健科学大学リハビリテーション学科同窓会という。
第２条　  この会は、本部を熊本保健科学大学リハビリテーション学科内（熊本市北区和

泉町325番地）におく。
第３条　  この会は、会員相互の親睦を図ると共に、学術技能の向上に努め、母校の名声

を宣揚し、その発展に寄与することを目的とする。
第４条　この会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
　　１　各専攻間の連携・親睦を深めること。
　　２　同窓会誌及び同窓会会員名簿発行に関すること。
　　３　学術研修会及び研究発表会に関すること。
　　４　その他この会の目的を達成するため必要な事業。

第２章　会　　　員
第１条　この会の会員は、次のとおりとする。
　　　　正  会  員　熊本保健科学大学リハビリテーション学科を卒業したもの。
　　　　特別会員　熊本保健科学大学職員で、会長の推薦したもの。
　　　　準  会  員　熊本保健科学大学学生
第２条　  この会の会員（特別会員を除く）になろうとする者は、総会に於て定められた

会費を納入しなければならない。
第 ３条　  会員は、氏名、住所、勤務先等に変更が生じた場合は、その都度指定した連絡

先に通知するものとする。

第３章　役　　　員
第１条　この会に、次の役員をおく。
　　　　会　　長　　１名
　　　　副  会  長　　各専攻から１名
　　　　評  議  員　　各専攻から２名
　　　　会　　計　　各専攻から１名
　　　　監　　事　　２名
　　　　常任委員　　各専攻・各期から２名
第２条　役員の選出方法は次のとおりとする。
　　１　会長及び副会長は、正会員の中より評議員会において選出する。
　　２　評議員及び会計・監事は、常任委員会において常任委員の中から選出する。
　　３　常任委員は、総会において会員の中から選出する。
第３条　役員の職責は、次のとおりとする。
　　１　会長は、この会を代表し、会務を統轄する。
　　２　副会長は、会長を補佐し、会長に支障ある時はこれを代行する。
　　３　評議員会は、会長の諮問する重要事項を審議する。
　　４　監事は、この会の経理を監査し、評議員会に報告する。
第４条　役員の任期は、次のとおりにする。
　　１　会長は、任期を２年とする。
　　２　副会長及び会計・監事・評議員は、任期を３年とする。
　　３　常任委員は、任期を任意とする。
第５条　この会は、本部に事務局と学術局を設ける。
第６条　事務局は、常任委員より選出し、庶務部、企画部の係をおく。
　　１　庶務は、会員の異動調査及び会員名簿の出版等庶務一般の管理を担当する。
　　２　企画は、総会・同窓会誌・講演会・懇親会の企画及び業務を担当する。
第７条　学術局は、常任委員より選出し、学術研修部、研究発表部の係をおく。
　　１　学術研修部は、研修会の企画・運営を担当する。
　　２　研究発表部は、研究発表会の企画・運営を担当する。

第４章　会　　　議
第１条　会議は、総会及び評議員会とする。
第２条　総会は、次のとおりとする。
　　１　  毎年本校において開催する。但し都合によって開催地を変更することができ

る。
　　２　  次年度の事業・予算決定、前年度の事業・決算報告の承認、その他会長が付議

した重要な事項を議決する。
　　３　議事は、出席者の過半数をもって決する。
　　４　総会の欠席者は、議決に関する一切の権限を議長に一任することとする。
第３条　評議員会は、次のとおりとする。
　　１　会長が必要に応じてこれを召集する。
　　２　  総会に付議すべき事項、事業の執行に関する事項、その他会長が付議した事項

について議決するものとする。

第５章　会　　　計
第１条　この会の経費は、会費、寄付金、賦課金及びその他の収入とする。
第２条　予算及び決算については、次のとおりとする。
　　１　この会の予算及び決算は、総会においてその承認を得なければならない。

　　２　  決算書には、すべての財源及び使途ならびに現在の経理状況を明らかにし、会
計監査を受け、その意見書を添付しなければならない。

第３条　この会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。
第４条　この会の会計経理は、この会則に定めるもののほか、会計規則で定める。

第６章　会則の変更
第１条　この会の会則の改正は、総会において承認をうけなければならない。

付　則
１　この会則は、平成25年８月３日から施行する。
２　この会則は、一部改訂し、平成28年４月１日から施行する。
３　この会則は、一部改訂し、平成29年４月１日から施工する。

細　則
（会費・入会金・納入時期）
第１条　第２章第２条による会費は、永年会費5000円、入会金5000円とする。
　　２　会費は、熊本保健科学大学リハビリテーション学科入学時に納入するものとする。
　　３　準会員で退学したものは申し出により会費を返金するものとする。

会　　計　　規　　則
 平成28年２月27日制定

第１条　この規則は、会則第５章に基づき、会計に関する必要な事項を定める。
第２条　  会計は、経費及び物品の出納事務を取り扱い、会計担当常任委員がこれを行

う。
第３条　  出納の事務は、すべて文書により処理し、会長の決済を経なければならない。

但し、請求書または領収書徴収不能の場合は、会長または会計担当常任委員以
外の常任委員１名以上の認定を以て、これに変えることができる。

第４条　会計または支出に対し、不当と認めた時は、評議員会にはかるものとする。
第５条　  予算外の支出または予算超過の支出に当てるため、予備費を設けることができ

る。
第６条　出納の経理を明らかにするため、下記の帳簿を備え証書類と共に保管しなけれ

ばならない。
　　　（１）金銭出納簿　　（２）会費納入者名簿　　（３）その他の補助簿
第７条　  会務のために出張する者または会務に従事する者に対しては、最低限必要と思

われる旅費及び行動費を支給することができる。
第８条　  会計は、年度毎に収入支出決算書を作成し、会計検査を受け、その意見書を付

して、総会に提出しなければならない。
第９条　  会計は、総会までに収入予算案を編成し、評議員会の議を経て総会に提出しな

ければならない。
第10条　  会計は、必要に応じ評議員会の議を経て、一会計年度中の一定期間内にかかる

暫定予算を作成し、これを執行することができる。この場合、暫定予算は当該
会計年度の予算が成立したとき、その効力を失う。

第11条　  会計は、必要と認める時は会長の承認を経て、資金前渡を行うことができる。
この場合、事務終了後直ちに精算しなければならない。

第12条　この規則の改正は、評議員会の承認を得なければならない。

１　この規則は、平成28年４月１日より施行する。

旅費及び行動費支給規定
 平成28年２月27日制定

第１条　  この規定は、会計細規則第７条の規定により旅費及び行動費支給に関する必要
な事項を定める。

第２条　  この会の会員及びその他の者で、会長の命令又は要請により会務のため出張す
る者又は会務に従事する者にはこの規定により旅費及び行動費を支給する。

第３条　前条の旅費とは、交通費の実費及び会長が必要と認めた場合の宿泊料とする。
第４条　行動費は日数に応じ、宿泊料は夜数に応じて支給する。
第５条　  交通費は、等級の区分がある場合は最下級のものとし、必要がある場合は急行

及び寝台の料金を加算することができる。
第６条　  交通費実費の計算は目的地までの最短順路によって行う。但し、天災その他や

むをえない事由により順路を変更した場合はその現に経過した経路による。
第７条　宿泊料は実費を支給する。行動費は日額1000円とする。
第８条　  会長は時宜により旅費及び行動費の一部もしくは全部を支給しないことができる。
第９条　この規定の改正は評議員会の承認を得なければならない。

１　この規定は平成28年４月１日より施行する。
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Ⅰ．運営に関する事項
　１．常任委員総会
　　　平成29年2月25日（土）　熊本保健科学大学
　２．役員会
　　　20回開催
Ⅱ．教育に関する事項
　　 リハビリテーション学科同窓会開催
　　講演会開催
　　　平成29年2月25日（土）　熊本保健科学大学
　　　「臨床現場でのコーチングスキルの活用」

Ⅲ．調査研究に関する事項
　　会員の活動状況の把握
　　会員の住所録調査とデータ管理
Ⅳ．福祉に関する事項
　　式典（入学式、卒業式）に会長が出席
Ⅴ．出版に関する事項
　　１．同窓会誌『ハナミズキ』第３号発行
　　２．  同窓会誌発行と名簿管理を小野高速印刷へ委

託する

Ⅰ．収入の部 （単位：円）

費　　目 予算額 決算額 差　　異 備　　考
１．会 費 収 入 1,480,000 1,480,000 0 平成28年度入学生　148名
２．補 助 金 収 入 250,000 300,000 ▲50,000 学校法人銀杏学園　300,000円
３．講演会・懇親会費 300,000 2,000 ▼298,000 講演会参加費　500円×４名
４．雑 収 入 1,100 224 ▼876 銀行利息
５．前 年 度 繰 越 金 7,864,425 7,864,425 0

収 入 合 計 9,895,525 9,646,649 ▼248,876
▲は予算より収入増
▼は予算より収入減

Ⅱ．支出の部 （単位：円）

費　　目 予算額 決算額 差　　異 備　　考
１．懇 親 会 費
　　１）講演会・懇親会
　　　　開催費 400,000 73,160 ▼326,840 講演会（講師への謝礼と交通費）

　　２）福　　祉　　費 50,000 21,600 ▼28,400 準会員退職祝い４名分
２．会　　議　　費
　　１）役員会会議費 270,000 226,010 ▼43,990
３． 事　　務　　費

　　１）備品費 300,000 301,015 ▲1,015 事務・講演会用ノートパソコン２台、
パソコンケース

　　２）消耗品費 25,000 633 ▼24,367 筆ペン、領収証、熨斗袋
　　３）通信費・印刷費 150,000 276,075 ▲126,075 印刷、第３号ハナミズキ発送
４．拠　　出　　費 450,000 0 ▼450,000 同窓会連合会
５．予　　備　　費 100,000 864 ▼99,136 銀行手数料

支 出 合 計 1,745,000 899,357 ▼845,643
▲は予算より支出増
▼は予算より支出減

平成28年度　事業報告

平成28年度　収支決算報告書
平成28年４月１日から平成29年３月31日まで
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Ⅰ．運営に関する事項
　１．総会を開催する
　　　２月４日
　２．役員会
　　　20回開催
Ⅱ．教育に関する事項
　　リハビリテーション学科同窓会開催予定
　　講演会開催予定

Ⅲ．調査研究に関する事項
　　会員の活動状況の把握
　　会員の住所録調査とデータ管理
Ⅳ．福祉に関する事項
　　式典（入学式、卒業式）参列並びに祝電送付
　　会員、準会員の慶弔禍福
Ⅴ．出版に関する事項
　　１．同窓会誌『ハナミズキ』第４号発行

Ⅰ．収入の部 （単位：円）

費　　目 前年度予算額 予算額 差　　異 備　　考
１．会 費 収 入 1,480,000 1,310,000 ▼170,000 平成29年度入学生　131名
２．補 助 金 収 入 250,000 250,000 0 学校法人銀杏学園　250,000円
３．講演会・懇親会費 300,000 50,000 ▼250,000 講演会参加費　500円×100名
今 年 度 収 入 合 計 2,030,000 1,610,000 ▼420,000
雑 収 入 1,399 1,000 ▼399 銀行利息
前 年 度 繰 越 金 7,864,425 8,747,292 ▲882,867

収 入 合 計 9,895,824 10,358,292 ▲462,468
▲は前年予算額より収入増
▼は前年予算額より収入減

Ⅱ．支出の部 （単位：円）

費　　目 前年度予算額 予算額 差　　異 備　　考
１．懇　親　会　費
　　１）講演会・懇親会
　　　　開催費 400,000 100,000 ▼300,000 講演会（講師への謝礼と交通費）
　　２）福  祉  費 50,000 25,000 ▼25,000 電報代、大学行事参加経費
２．会　　議　　費
　　１）役員会会議費 270,000 250,000 ▼20,000
３．事　　務　　費
　　１）備  品  費 300,000 10,000 ▼290,000 事務用品
　　２）消耗品費 25,000 10,000 ▼15,000 事務用品
　　３）通  信  費
　　　　印  刷  費 150,000 350,000 ▲200,000 印刷、第４号ハナミズキ発送

※1人約460円　前年度より+100人
４．拠　　出　　費 450,000 0 ▼450,000 同窓会連合会
５．予　　備　　費 100,000 10,000 ▼90,000

支 出 合 計 1,745,000 755,000 ▼990,000
▲は前年予算額より支出増
▼は前年予算額より支出減

平成29年４月１日から平成30年３月31日まで

平成29年度　事業計画

平成29年度　収支予算書



7 6

Jan. 2018

毎年、同窓会にて講演会・勉強会を企画しています。より皆様にとって有意義な機会にするために、講
演会・勉強会の希望を受け付けることとなりました。
この講師・先生の講演を聞いてみたい、こんなテーマで開催してほしい、など皆様から頂いた希望を同
窓会がサポートできればと考えています。
皆様からの貴重なご意見・ご要望をお待ちしています。

連絡先　Email：khsu-reha-gakujitsukyoku@outlook.jp
同窓会学術局 

名前・住所の変更があった方は、小野高速印刷（株）までご連絡をお願いします。
変更前の氏名・住所と変更後の氏名・住所を合わせてご連絡ください。
※必ず学校名をお知らせください。

小野高速印刷（株）熊本営業所
熊本県熊本市中央区上水前寺1丁目12－12　第二コーポ・アベリア１F

電話　096－382－1177
メールアドレス　kumamoto@ohp.co.jp

講演会の希望受付

名前・住所の変更
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志賀　彰（OT3 期生）
11 月 23 日に挙式と披露宴を行いました。私たち二人はこの大学で知り合ったという
こともあり、前撮りを大学でさせていただき、良い思い出を作ることができました。
これからも、笑顔で過ごしていける家庭を築いていきたいです♪

阿部　健介（OT4 期生）
10 月６日に新しい家族となる男の子が産まれました。これから家族３人で楽しい家庭
にしていきます。そのためにも、僕自身も子育てを手伝い、育メンを目指します！

松田　吉紘（PT4 期生）
４月に挙式と披露宴を行いまして、公私共に身が引き締まる思いです。ホッと安らげ
る家庭を２人で作っていきます！子供は 30 人の予定です。

卒業生の近況報告


